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連結注記表 
 

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等 

⑴ 連結の範囲に関する事項 

① 連結子会社の状況 

イ．連結子会社の数  ６社 

ロ．主要な連結子会社の名称 

アシード株式会社、北関東ペプシコーラ販売株式会社、アシードブリュー株式会社、 

宝積飲料株式会社、アオンズエステート株式会社、有限会社大邦食品 

当連結会計年度から有限会社大邦食品を連結の範囲に含めております。 

これは、当連結会計年度中に連結子会社のアシード株式会社が新たに有限会社大邦食品の株式を 

取得し完全子会社としたためであります。 

② 非連結子会社の状況 

イ．非連結子会社の名称 

株式会社サンパレード、株式会社プリオ・ブレンデックス、株式会社プリオ・ウェルネス、 

関西薬品工業株式会社、ASEED (Thailand) Co.,Ltd. 

ロ．連結の範囲から除いた理由 

非連結子会社はいずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益(持分に見合う額)及

び利益剰余金(持分に見合う額)等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため

であります。 

⑵ 持分法の適用に関する事項 

① 持分法を適用した非連結子会社 １社 

主要な会社名 ASEED (Thailand) Co.,Ltd. 

② 持分法を適用した関連会社 １社 

主要な会社名 HaLong Beer And Beverage Joint Stock Company 

③ 持分法を適用していない非連結子会社の状況 

持分法を適用していない非連結子会社（株式会社サンパレード、株式会社プリオ・ブレンデックス、

株式会社プリオ・ウェルネス、関西薬品工業株式会社）は、当期純損益（持分に見合う額）及び利

益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が

軽微であり、かつ、全体としても重要性がないため、持分法の適用範囲から除外しております。 

④ 持分法適用会社のうち、決算日が連結決算日と異なる会社については、各社の事業年度に係る計算

書類を使用しております。 

⑶ 連結子会社の事業年度に関する事項 

連結子会社のうち有限会社大邦食品の決算日と当社の連結決算日は異なるため、2020年12月31日を

決算日とみなした計算書類を使用し、決算日までに生じた重要な取引について、連結上必要な調整

を行っております。その他の連結子会社の決算日は連結決算日と一致しております。 

⑷ 会計方針に関する事項 

① 重要な資産の評価基準及び評価方法 

イ．その他有価証券 

・時価のあるもの 

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定）を採用しております。 

・時価のないもの 

移動平均法による原価法を採用しております。 

ロ．たな卸資産 

主として月次総平均法又は最終仕入原価法（自動販売機内商品、貯蔵品）による原価法（貸借対

照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっております。 
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

イ．有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び構築物    10年～38年 

機械装置及び運搬具  10年～12年 

ロ．無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいており

ます。 

ハ．リース資産 

・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

自社所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。 

・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

ニ．長期前払費用 

販売促進費に係る長期前払費用は、契約期間の明示されているものはその期間内で均等償却を行

い、契約期間等の定めのないものは支出時に全額費用処理しております。 

なお、取引条件として目標売上高の明示されているものは、目標売上高を基に売上高実績値に応

じて償却を行っております。 

その他の長期前払費用は定額法によっております。 

③ 重要な引当金の計上基準 

イ．貸倒引当金 

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸 

念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

ロ．賞与引当金 

当社及び国内連結子会社は、従業員の賞与支給に充てるため、支給見込額のうち当連結会計年度

の負担額を計上しております。 

ハ．役員退職慰労引当金 

当社及び国内連結子会社の一部は、役員の退職慰労金の支出に備えて、内規に基づく期末要支給

額を計上しております。 

④ その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項 

イ．退職給付に係る会計処理の方法 

当社及び国内連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期

末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。 

ロ．重要な収益及び費用の計上基準 

自動販売機による売上は現金回収時に計上し、受託加工製造による売上は主に加工完了時に計上

しております。 

ハ．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理

しております。 

ニ．のれんの償却方法及び償却期間 

のれんの償却については、５年又は20年間の均等償却を行っております。 

ホ．消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外消費税及び地方消費税は

当連結会計年度の費用として処理しております。 
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２．表示方法の変更 

  （「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用） 

「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号 2020年３月31日）を当連結会年 

度の年度末に係る連結財務諸表から適用し、連結財務諸表に重要な会計上の見積りに関する注記を記 

載しております。 

 

３．会計上の見積りに関する注記 

⑴ 有形固定資産の減損 

① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額 

（単位：千円） 

 当連結会計年度 

有形固定資産 7,497,465 

② 会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報 

イ．当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法 

収益性の低下により将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回ることとなった資産グループ 

について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しておりますが、 

回収可能価額は正味売却価額又は使用価値のいずれか高い価額により測定しております。正味売却 

価額は不動産鑑定評価額から処分費用見込額を控除して算定し、使用価値は割引後将来キャッ 

シュ・フロー見積額により算定しております。 

ロ．当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算定に用いた主要な仮定 

減損損失認識の判定及び使用価値の算定において用いられる将来キャッシュ・フローは、当社グ 

ループにおける取締役会の承認を得た翌年度の業績計画数値に基づき見積っております。当該見積 

りには、新型コロナウイルス感染症等によるリスク要因や過年度の業績計画の達成状況等を考慮し 

ております。 

ハ．翌年度の連結計算書類に与える影響 

上述の見積り及び仮定について、新型コロナウイルス感染症の収束時期等、将来の不確実な経済条 

件の変動等により見直しが必要となった場合、翌年度以降の連結計算書類において追加の減損損失 

が発生する可能性があります。 

⑵ 繰延税金資産の回収可能性 

① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額 

（単位：千円） 

 当連結会計年度 

繰延税金資産 205,332 

 

②  会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報 

イ．当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法 

繰延税金資産の回収可能性については、グループ各社の過年度の業績等に基づく収益力を判断基準 

とし、５年以内又は５年を超える期間に発生する将来の課税所得を見積り、将来減算一時差異に法 

定実効税率を乗じて繰延税金資産を算定しております。また時価のある投資有価証券の評価損益に 

ついては評価損益の金額に法定実効税率を乗じて繰延税金資産を算定しております。 

ロ．当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算定に用いた主要な仮定 

繰延税金資産の計上額は、グループ各社における翌年度の業績計画及び中期経営計画の税引前利益 

を基に課税所得を見積り、将来の回収スケジューリングの結果により算定しております。当該見積 

りには新型コロナウイルス感染症等によるリスク要因や過年度の業績計画の達成状況等を考慮して 

おります。 

ハ．翌年度の連結計算書類に与える影響 

上述の見積り及び仮定について、新型コロナウイルス感染症の収束時期等、将来の不確実な経済条 

件の変動等により見直しが必要となった場合、翌年度以降の連結計算書類において認識する繰延税 

金資産及び法人税等調整額の金額に影響を与える可能性があります。 
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４．連結貸借対照表に関する注記 

⑴ 有形固定資産の減価償却累計額 6,771,659千円 

⑵ 事業用土地の再評価 

当社は、土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用土地の再

評価を行い、当該再評価差額金に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に

計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 

・再評価の方法…土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条

第４号に定める地価税法第16条に規定する地価税の課税価格の計算基礎となる土地の価格を算定

するために国税庁長官が定めて公表した方法により算定した価額に基づいて、合理的な調整を

行って算出しております。 

・再評価を行った年月日…2002年３月31日 

・再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額 

…△442,470千円(うち賃貸等不動産に係るもの…△253,597千円) 

 

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記 

⑴ 発行済株式の種類及び総数に関する事項 

株 式 の 種 類 
当連結会計年度 

期首の株式数 

当連結会計年度 

増加株式数 

当連結会計年度 

減少株式数 

当連結会計年度末の

株式数 

普 通 株 式 13,495,248株 －株 －株 13,495,248株 

⑵ 自己株式の種類及び株式数に関する事項 

株 式 の 種 類 
当連結会計年度 

期首の株式数 

当連結会計年度 

増加株式数 

当連結会計年度 

減少株式数 

当連結会計年度末の

株式数 

普 通 株 式 1,115,225株 －株 －株 1,115,225株 

⑶ 剰余金の配当に関する事項 

① 配当金支払額等 

イ．2020年５月８日開催の取締役会決議による配当に関する事項 

・配当金の総額 74,280千円 

・１株当たり配当額 ６円 

・基準日 2020年３月31日 

・効力発生日 2020年６月25日 

ロ．2020年10月22日開催の取締役会決議による配当に関する事項 

・配当金の総額 74,280千円 

・１株当たり配当額 ６円 

・基準日 2020年９月30日 

・効力発生日 2020年12月２日 

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

2021年５月11日開催の取締役会において次のとおり決議いたしました。 

・配当金の総額 74,280千円 

・配当の原資 利益剰余金 

・１株当たり配当額 ６円 

・基準日 2021年３月31日 

・効力発生日 2021年６月24日 

⑷ 当連結会計年度の末日における新株予約権の目的となる株式の数 

普通株式 152,100株 

 

６．金融商品に関する注記 

⑴ 金融商品の状況に関する事項 

① 金融商品に対する取組方針 

当社グループは、年間資金計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入）を調達しております。一時

的な余資は主に短期借入金の返済に充当し、また、短期的な運転資金を銀行借入により調達しており
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ます。デリバティブは、現段階では利用しておらず、投機的な取引は行わない方針であります。 

② 金融商品の内容及びそのリスク 

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。 

投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業等の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されて

おります。また、一部の連結子会社において従業員等に対し長期貸付を行っております。 

営業債務である買掛金は、そのほとんどが２か月以内の支払期日であります。 

短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金及びファイナンス・リース取引に係る

リース債務は、主に設備投資に係る資金調達を目的としたものであり、償還日は最長で決算日後７年

以内であります。 

③ 金融商品に係るリスク管理体制 

イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理 

当社グループは、販売管理規程及び売掛債権管理要領に従い、営業債権について、各社の主管部

門が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理すると

ともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。 

ロ．市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理 

当社及び一部の連結子会社において海外取引は存在するものの、その発生割合は僅少であり、大

半の取引は国内に限定されているため、為替の変動リスクは僅少であります。また、当社は借入

金に係る支払い金利の変動リスクに対しては、金利の変動をモニタリングし、当社経理規程に従

い、金利上昇局面において、短期借入金より固定金利の長期借入金への変更を行っております。 

投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、市況や

取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。 

ハ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理 

当社は、各部門からの報告に基づき主管部門が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手

許流動性の維持等により流動性リスクを管理しております。 

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価 

額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件 

等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。 

⑵ 金融商品の時価等に関する事項 

2021年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません((注)2．参照)。 
 

 
連結貸借対照表計上額 

（千円） 
時価（千円） 差額（千円） 

⑴  現金及び預金 965,554 965,554 － 

⑵  受取手形及び売掛金 2,057,305 2,057,305 － 

⑶  投資有価証券 210,872 210,872 － 

⑷  長期貸付金 3,123 3,118 △5 

資 産 計 3,236,855 3,236,849 △5 

⑴  買掛金 2,254,734 2,254,734 － 

⑵  短期借入金 2,120,000 2,120,000 － 

⑶  未払金 600,355 600,355 － 

⑷  未払法人税等 148,723 148,723 － 

⑸  長期借入金(※1) 1,759,985 1,759,115 △869 

⑹  リース債務(※2) 855,103 844,168 △10,934 

負 債 計 7,738,901 7,727,096 △11,804 

デリバティブ取引 － － － 
 
（※1）長期借入金には、１年内返済予定の長期借入金が含まれております。 

（※2）リース債務には、リース債務（流動負債）及び（固定負債）が含まれております。 

（注）1. 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項 
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資 産 

⑴ 現金及び預金、⑵ 受取手形及び売掛金 

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、

当該帳簿価額によっております。 

⑶ 投資有価証券 

投資有価証券の時価については、株式等は取引所の価格によっており、証券投資信託受益

証券は取引所の価格又は取引金融機関等から提示された価格によっております。 

⑷ 長期貸付金 

当社では、長期貸付金の時価の算定は、一定の期間ごとに分類し、与信管理上の信用リス

ク区分ごとに、その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切な指標に信用スプレッ

ドを上乗せした利率で割り引いた現在価値により算定しております。また、貸倒懸念債権

については、同様の割引率による見積キャッシュ・フローの割引現在価値、又は、担保及

び保証による回収見込額等により、時価を算定しております。なお、一部の連結子会社で

は、回収可能性を反映した元利金の受取見込額を残存期間に対応する安全性の高い利率で

割り引いた現在価値により算定しております。 

負 債 

⑴ 買掛金、⑵ 短期借入金、⑶ 未払金、⑷ 未払法人税等 

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、

当該帳簿価額によっております。 

⑸ 長期借入金、⑹ リース債務 

これらの時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入又はリース取引を行った場合に想定

される利率で割り引いた現在価値により算定しております。 

デリバティブ取引 

デリバティブ取引は利用していないため、該当事項はありません。 

2. 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品 

関係会社株式（連結貸借対照表計上額 326,516千円）、非上場株式（連結貸借対照表計上額 

74,383千円）、投資事業組合出資金（連結貸借対照表計上額 153,791千円）は、市場価格がなく、

時価を把握することが極めて困難と認められることから、「⑶ 投資有価証券」には含めておりま

せん。 

 

７．賃貸等不動産に関する注記 

⑴ 賃貸等不動産の状況に関する事項 

当社及び一部の連結子会社では、広島県福山市その他の地域において、賃貸収益を得ることを目的と

して賃貸オフィスビルや賃貸倉庫兼事務所等を所有しております。なお、賃貸倉庫兼事務所等の一部

については、当社及び一部の連結子会社が使用しているため、賃貸等不動産として使用される部分を

含む不動産としております。 

⑵ 賃貸等不動産の時価に関する事項 
 

 連結貸借対照表計上額（千円） 当 連 結 会 計 年 度 

末 の 時 価 

（千円） 
 

当連結会計年度 

期 首 残 高 

当連結会計年度 

増 減 額 

当連結会計年度 

期 末 残 高 

賃 貸 等 不 動 産 2,731,742 △767,626 1,964,115 1,411,922 

賃貸等不動産として使用される 

部 分 を 含 む 不 動 産 
237,171 733,313 970,484 868,932 

（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から土地再評価差額金及び減価償却累計額を控除した金額で

あります。 

２．賃貸等不動産の主な減少要因は、物流倉庫の自社利用開始による賃貸等不動産から賃貸等不動産

として使用される部分を含む不動産への変更(土地、建物862,562千円)であります。 

３．賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産の主な増加要因は賃貸等不動産から賃貸等不動

産として使用される部分を含む不動産への変更(土地、建物862,562千円)、主な減少要因は減価

償却費（44,535千円）であります。 
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４．当連結会計年度末の時価は、主として不動産鑑定会社の調査による実勢価額に基づく評価額であ

ります。 

また、賃貸等不動産及び賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産に関する損益は、次のとおり

であります。 
 

 
賃 貸 収 益 

（千円） 

賃 貸 費 用 

（千円） 

差 額 

（千円） 

その他（売却損益等） 

（千円） 

賃 貸 等 不 動 産 122,797 27,603 95,194 △16 

賃貸等不動産として使用される 

部 分 を 含 む 不 動 産 
37,418 26,291 11,126 － 

（注）１．賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産には、サービスの提供及び経営管理として当社

及び一部の連結子会社が使用している部分も含むため、当該部分の賃貸収益は計上されておりま

せん。なお、当該不動産に係る費用(減価償却費、修繕費、保険料、租税公課等）については、

賃貸費用に含まれております。 

２．賃貸等不動産のその他(売却損益等)は、事業用資産の減損損失（土地16千円）であります。 

 

８．１株当たり情報に関する注記 

⑴ １株当たり純資産額 431円01銭

⑵ １株当たり当期純利益 24円57銭

 

９．重要な後発事象に関する注記 

該当事項はありません。 

 

10．その他の注記 

該当事項はありません。 
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個別注記表 
 
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

⑴ 資産の評価基準及び評価方法 

①  子会社株式及び関連会社株式は、移動平均法による原価法を採用しております。 

② その他有価証券 

イ．時価のあるもの 

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定）を採用しております。 

ロ．時価のないもの 

移動平均法による原価法を採用しております。 

⑵ 固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。なお、主な耐用年数は、建物で19年～38年であります。 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期

間(５年)に基づいております。 

③ リース資産 

イ．所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。 

ロ．所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

⑶ 引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金 

従業員の賞与支給に充てるため、支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上しております。 

③ 退職給付引当金 

退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務

とする方法を用いた簡便法を適用しております。 

④ 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支出に備えて、内規に基づく期末要支給額を計上しております。 

⑷ その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

① 消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外消費税及び地方消費税は、

当事業年度の費用として処理しております。 

② 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し

ております。 

 

２．表示方法の変更 

  （「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用） 

「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号 2020年３月31日）を当事業年 

度の年度末に係る計算書類から適用し、計算書類に重要な会計上の見積りに関する注記を記載して 

おります。 
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３．会計上の見積りに関する注記 

⑴ 有形固定資産の減損 

① 当年度の計算書類に計上した金額  

（単位：千円） 

 当事業年度 

有形固定資産 3,749,402 

② 会計上の見積りの内容について計算書類利用者の理解に資するその他の情報 

イ．当年度の計算書類に計上した金額の算出方法 

収益性の低下により将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回ることとなった資産グルー 

プについて帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております 

が、回収可能価額は正味売却価額又は使用価値のいずれか高い価額により測定しております。 

正味売却価額は不動産鑑定評価額から処分費用見込額を控除して算定し、使用価値は割引後将来 

キャッシュ・フロー見積額により算定しております。 

ロ．当年度の計算書類に計上した金額の算定に用いた主要な仮定 

減損損失認識の判定及び使用価値の算定において用いられる将来キャッシュ・フローは、取締役 

会の承認を得た翌年度の業績計画数値に基づき見積っております。当該見積りには、新型コ 

ロナウイルス感染症等によるリスク要因や過年度の業績計画の達成状況等を考慮しております。 

ハ．翌年度の計算書類に与える影響 

上述の見積り及び仮定について、新型コロナウイルス感染症の収束時期等、将来の不確実な経済 

条件の変動等により見直しが必要となった場合、翌年度以降の計算書類において追加の減損損失 

が発生する可能性があります。 

 

４．貸借対照表に関する注記 

⑴ 有形固定資産の減価償却累計額 1,210,692千円 

⑵ 子会社に対する債務保証 

子会社の次の債務に対し債務保証を行っております。 

北関東ペプシコーラ販売株式会社 809,370千円 仕入債務 

宝積飲料株式会社 

宝積飲料株式会社 

49,985

71,267

 借入債務 

リース債務 

 

⑶ 関係会社に対する金銭債権又は金銭債務 

区分掲記しているもののほかに、関係会社に対するものが次のとおり含まれております。 

短期金銭債権 3,192千円 

短期金銭債務 4,917  

⑷ 事業用土地の再評価 

当社は、土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用土地の再

評価を行い、当該再評価差額金に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に

計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 

・再評価の方法…土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条 

第４号に定める地価税法第16条に規定する地価税の課税価格の計算基礎となる土地の価格を算定す

るために国税庁長官が定めて公表した方法により算定した価額に基づいて、合理的な調整を行って

算出しております。 

・再評価を行った年月日…2002年３月31日 

・再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額 … △452,965千円 
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５．損益計算書に関する注記 

関係会社との取引高 

① 営業取引による取引高 

営業収益 614,687 千円

営業費用 20,008  

② 営業取引以外の取引高 34,873  

 

６．株主資本等変動計算書に関する注記 

自己株式の種類及び株式数に関する事項 
 

株 式 の 種 類 
当 事 業 年 度 

期 首 の 株 式 数 

当 事 業 年 度 

増 加 株 式 数 

当 事 業 年 度 

減 少 株 式 数 

当 事 業 年 度 末 

の 株 式 数 

普 通 株 式 1,115,225株 －株 －株 1,115,225株 

 

７．税効果会計に関する注記 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 
 
繰延税金資産 

賞与引当金 707 千円

退職給付引当金 2,606  

役員退職慰労引当金 1,037  

貸倒引当金 4,207  

減損損失 42,056  

関係会社株式評価損 

 繰越欠損金 

87,855

1,642

 

その他 1,797  

繰延税金資産小計 141,911  

評価性引当額 △131,843  

繰延税金資産合計 10,067  

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △20,522  

繰延税金負債合計 △20,522  

繰延税金資産の純額 △10,454  
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８．関連当事者との取引に関する注記 

子会社等 
 

種 類 会社等の名称 

議 決 権 等 

の 所 有 

( 被 所 有 ) 

割 合 ( ％ ) 

関連当事者 

と の 関 係 
取引の内容 

取 引 金 額 

( 千 円 ) 
科 目 

期末残高 

( 千 円 ) 

子会社 
ア シ ー ド 

株 式 会 社 

所有 

直接100.0 

経 営 指 導 

役員の兼任 

資 金 の 貸 付 2,360,000 
関 係 会 社 

短期貸付金 
600,000 

資金 の貸 付 に対 する 

利 息 の 受 取 
6,832 未 収 収 益 733 

経 営 管 理 料 58,920 － － 

不動産の賃貸 62,763 － － 

商 品 の 購 入 194 未 払 金 21 

立 替 経 費 － 未 払 金 3,404 

子会社 

北 関 東 

ペプシコーラ 

販売株式会社 

所有 

直接100.0 

経 営 指 導 

役員の兼任 

経 営 管 理 料 110,724 － － 

不動産の賃貸 6,612 － － 

債 務 保 証 

（仕入債務） 
809,370 － － 

配当金の受取 7,386 － － 

資 金 の 借 入 300,000 
関 係 会 社 

短期借入金 
200,000 

資金 の借 入 に対 する 

利 息 の 支 払 
3,006 未 払 費 用 250 

子会社 

ア シ ー ド 

ブ リ ュ ー 

株 式 会 社 

所有 

直接100.0 

経 営 指 導 

役員の兼任 

資 金 の 貸 付 250,000 
関 係 会 社 

短期貸付金 
200,000 

資金 の貸 付 に対 する 

利 息 の 受 取 
6,458 未 収 収 益 314 

経 営 管 理 料 74,088 － － 

不動産の賃貸 100,800 － － 

配当金の受取 94,670 － － 

子会社 
宝 積 飲 料 

株 式 会 社 

所有 

直接100.0 

経 営 指 導 

役員の兼任 

 

資 金 の 貸 付 1,520,000 
関 係 会 社 

短期貸付金 
870,000 

資金 の貸 付 に対 する 

利 息 の 受 取 
12,497 未 収 収 益 1,095 

経 営 管 理 料 40,380 － － 

債 務 保 証 

( 借 入 債 務 ) 
49,985 － － 

債 務 保 証 

(リース債務) 
71,267 － － 

配当金の受取 37,520 － － 
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種 類 会社等の名称 

議 決 権 等 

の 所 有 

( 被 所 有 ) 

割 合 ( ％ ) 

関連当事者 

と の 関 係 
取引の内容 

取 引 金 額 

( 千 円 ) 
科 目 

期末残高 

( 千 円 ) 

子会社 

ア オ ン ズ 

エ ス テ ー ト 

株 式 会 社 

所有 

直接100.0 

 

不動産の賃借 

経 営 指 導 

役員の兼任 

資 金 の 貸 付 810,000 
関 係 会 社 

短期貸付金 
804,000 

資 金 の 貸 付 に 対 す る 

利 息 の 受 取 
11,894 未 収 収 益 1,010 

経 営 管 理 料 11,664 － － 

不 動 産 の 賃 借 18,840 － － 

配 当 金 の 受 取 9,160 － － 

子会社 
有 限 会 社 

大 邦 食 品 

所有 

間接100.0 
経営指導 

資 金 の 貸 付 

利 息 の 受 取 

31,000 

209 

短期貸付金 

未 収 収 益 

31,000 

38 

子会社 

A S E E D 

(Thailand)Co., 

L ｔ ｄ . 

所有 

直接100.0 
役員の兼任 債 権 放 棄 73,480 － － 

（注）１．取引条件及び取引条件の決定方針等 

⑴ 取引条件は、不動産の賃貸借、商品取引、業務委託等に関しては、同等の物件の賃借料、価

格並びに他社の取引条件、自社が受託した場合の条件等を基本に決定しており、今後の決定

の方針についても同様としております。配当金に関しては、当期純利益を基準とし内部留保

とのバランスを考慮して決定しております。経営管理料に関しては、各子会社への役務の提

供割合等に応じて費用負担額を決定しております。 

⑵ 取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。 

２．北関東ペプシコーラ販売株式会社に対する債務保証は、仕入債務に関するものであり、宝積飲料

株式会社に対する債務保証は、借入債務及びリース債務に関するものであります。 

３．ASEED(Thailand)Co.,Ltd.に対する債権放棄は、2020年10月22日開催の当社取締役会において 

同社の清算を決議し、その清算を開始したことによるものです。 

 

９．１株当たり情報に関する注記 

⑴ １株当たり純資産額 290円23銭

⑵ １株当たり当期純利益 14円57銭

 

10．重要な後発事象に関する注記 

該当事項はありません。 

 

11．その他の注記 

該当事項はありません。  


